
平成２５年 １ １ 月 ２０ 日 水
場   所

問合せ

岸和田市立浪切ホール  1 階 多目的ホール

毎月第３水曜日の夜 7時、岸和田市立浪切ホールで開催するmini 和歌山大学です。

和歌山大学の教員が、地域のみなさまに身近な研究テーマや旬のトピックスをわか

りやすくお話します。申込は不要、参加費は無料、どなたでも参加いただけます。

わだい浪切サロンとはわだい浪切サロンとは

参加無料
申込不要

第 57回 わだい浪切サロン

和歌山大学・岸和田市地域連携事業

和歌山大学岸和田サテライト
岸和田市港緑町 1-1 浪切ホール２Ｆ

Tel＆Fax : 072-433-0875
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南海本線「岸和田」駅下車 徒歩約１０分

日   時

Ic

【E-mail】kishiwadastaff@center.wakayama-u.ac.jp

19:00 ～ 20:30

浪切ホール

　話題提供者　足立　啓
    （和歌山大学システム工学部教授）

高齢化する地域社会を考えるシリーズ①

駐車場有（平日終日無料）
次回浪切サロンは裏面へ

高齢社会における
福祉のまちづくり

     高齢社会のまちづくりは 21 世紀日本の主要な課題と言えます。高齢者、

障害者、子供など誰もが安心、安全に暮らせるバリアフリーやユニバーサ

ルデザインに基づく福祉のまちづくりが急務です。これらの課題に対処す

べく、国や地方自治体では様々な対策を講じつつありますが、地域におい

ても住民参加による地域福祉の視点が重要となります。住民、地域、行政

が協同して身近な地域の福祉課題を解決してゆく福祉のまちづくりです。

     全国の先進事例を参考にソフト面、ハード面の両面から、福祉のまちづ

くりの課題と今後のあり方について、皆さんとともに考えてゆきたいと思

います。
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今後の開催予定

◇　資料を豊富に用意して頂けたので、後の振り返りに良い。（40 代・男性）
◇　すごくわかりやすく、今の自分が知りたいテーマだった。（30 代・女性）
◇　質疑応答の時間があるのが良い。（60 代・男性）
◇　終了後の自由参加の懇親会が楽しい。（60 代・男性）

　　

日　時 テーマ

（ いずれも 19：00 ～ 20：30 ）

＊問合せ先＊

話題提供者

    12 月 18 日（水）

    1 月 15 日（水）

    3 月 19 日（水）

平成 26年

継承という名の創造行為
～髙野口小学校、串本樫野埼灯台官舎の保存活用をめぐって～

高齢化する地域社会を考えるシリーズ②
地域で支える高齢期の生活（仮）

熊野詣のはなし
～参詣記と物語を読みとく～

本多　友常
（摂南大学 理工学部教授）

村田　順子
（教育学部教授）

大橋　直義
（教育学部准教授）

（第 55回）　ナノテクノロジーがひらく世界　
　　　　　　　　～『透明マント』から地域産業まで～　のアンケートより

◇　新技術についてのお話、大変興味深かったです。是非他の技術も紹介して
　　ください。（30 代・男性）

◇　少し難しい話でしたが、未来にいろいろな可能性があることが
　　わかりました。（40 代・男性）

◇　ナノテクノロジーは、思ったより実用化されていることがわかりました。

　　日本はこの分野に強いので今後が楽しみです。以前「ミクロの決死隊」を
　　見ていましたが、もうその世界も夢ではなくなったのですね。（60 代・女性）
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【URL】 http://www.wakayama-u.ac.jp/kishiwada/pickup/index.html　
浪切サロンのページはこちら


